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３.取付方法

！注意 ※作業時は部品を損傷しないよう注意して作業を行なって下さい。

※ボルト、ナット締め付けの際は必ず規定トルクを守って下さい。

　ボルト、ナットの脱落・製品の破損の原因になります。

　１．ＳＥＴ内容を確認して下さい。

　２．メーカー発行のサービスマニュアルを参照し、純正サイ

　　　レンサーを車両から取り外して下さい。

　　　この時取り外したボルト類は、ヨシムラマフラーの取り

　　　付けに使用しますので紛失しないようにして下さい。

　６．①テールパイプＦを②サイレンサーに取り付け、⑰マフラースプリングをスプリング取付工具を使用

　　　して取り付けて下さい。

　７．純正フロントパイプのフランジに純正ガスケットが取り付けられている事を確認し、①テールパイプ

　　　のフランジを純正フロントパイプのフランジに取り付けて、純正ボルト、純正スプリングを使用して

　　　仮締めして下さい。

　８．車両の一番後方のハンガーから純正サイレンサーを取り

　　　付けていたラバーを取り外して下さい。 

　　　（ＦＩＧ．４参照）

　９．⑥クランプバンド＃１と⑦クランプバンド＃２を、

　　　ＦＩＧ．５，６の図説を参考に、⑨クランプバンド用ス

　　　ペーサーラバー、⑩キャップボルトＭ６×１５、⑪

　　　ＳＵＳワッシャＭ６、⑫スプリングワッシャＭ６、⑬フ

　　　ランジナットＭ６を使用して車両に取り付け、仮締めし 

　　　て下さい。　（ＦＩＧ．５，６参照）

１１．⑦クランプバンド＃２のハンガーに、手順８で外したラ

　　　バーを取り付けて下さい。

　　　次に、③テールパイプＲのハンガーをラバーに通して下 

　　　さい。（ＦＩＧ．７参照）

　３．④サイレンサーバンドＦに⑧サイレンサーバンド用スペ

　　　ーサーラバーを取り付けてから②サイレンサーに通し、

　　　カバーの前端から２０ｍｍの位置で⑭キャップボルトＭ

　　　８×２０、⑮平ワッシャＭ８×２６、⑯フランジナット

　　　Ｍ８を使用して仮締めして下さい。（ＦＩＧ．１参照）

　４．⑤サイレンサーバンドＲに⑧サイレンサーバンド用スペ

　　　ーサーラバーを取り付けてから②サイレンサーに通し、

　　　カバーの後端から１６０ｍｍの位置で⑭キャップボルト

　　　Ｍ８×２０、⑮平ワッシャＭ８×２６、⑯フランジナッ

　　　トＭ８を使用して仮締めして下さい。

　　　（ＦＩＧ．１参照）
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　５．サイレンサーバンドＦ／Ｒのハンガーをそれぞれ純正サイレンサーを取り付けていた車体側のラバー

　　　に通して車両に取り付けて下さい。（ＦＩＧ．２，３参照）

！注意 規定トルク　フランジ(テールパイプＦ)　：５０Ｎｍ

　　　　　　サイレンサーバンドＦ／Ｒ  ：２３Ｎｍ 

　　　　　　クランプバンド＃１／＃２　：１０Ｎｍ

１３．マフラーと車両各部とのクリアランスが適正な状態であ

　　　る事を確認し、テールパイプＦ→サイレンサーバンドＦ

　　　／Ｒ→クランプバンド＃１／＃２の順に、規定トルクで

　　　締め付けて下さい。

１４．各部の本締めが終了したら、確認の為にマフラー全体を 

　　　揺さぶって各部のクリアランスを点検して下さい。又、

　　　テールパイプＲと車両のリアパネルとのクリアランスを

　　　確認して下さい。

　　　不具合があった場合は締め付けたボルト・ナットを一度

　　　緩め、手順に従って再度締め直して下さい。 

　　　（ＦＩＧ．９参照）

１５．中性洗剤、ウエス等でマフラー全体を良く脱脂して下さ

　　　い。指紋などが付着したままエンジンを始動すると、色

　　　ムラとなって残ってしまうことがあります。

チタンブルーカバーのサイレンサーは、金属研磨剤やワックス

等を使用すると、色落ちする恐れがあります。

洗浄の際は、必ず中性洗剤をご使用下さい

！注意

１６．暖気運転を行なって排気漏れが無いことを確認し、エン

　　　ジンが完全に冷えてから各ボルトの増し締を行なって下

　　　さい。

１８．走行中アフターファイアーが激しく鳴る場合は、テール

　　　パイプＦ／Ｒ、サイレンサーの差し込み部に、市販のマ

　　　フラー用液体ガスケット等を塗りシーリングを行って下

　　　さい。作業はエンジンが完全に冷えてから行って下さい。

４.装着状態の確認

１７．試運転を行い、再度マフラーや車両各部に排気漏れや異

　　　音が無いか確認して下さい。

ＦＩＧ．３

ＦＩＧ．８

ＦＩＧ．２

取付ラバー

！注意

・二本あるサイレンサーバンドのうち、ハンガ

　ーが横に伸びている方が④サイレンサーバン

　ドＦとなります。

・バンドの向きにご注意下さい。 

　バンドのハンガーが車両前側に突き出ていれ

　ば正しく取り付けられています。

！注意

・二本あるサイレンサーバンドのうち、ハンガーが

　縦に伸びている方が⑤サイレンサーバンドＲとな

　ります。

・バンドの向きにご注意下さい。 

　バンドのハンガーが車両左側に突き出ていれば正

　しく取り付けられています。

②サイレンサー

④サイレンサーバンドＦ

ＦＩＧ．６

⑩キャップボルト

　Ｍ６×１５

⑪ＳＵＳワッシャＭ６

⑥クランプバンド＃１

⑦クランプバンド＃２

⑨クランプバンド用

　スペーサーラバー

⑪ＳＵＳワッシャＭ６

⑫スプリングワッシャＭ６

⑬フランジナットＭ６

←前側

取付ラバー ⑤サイレンサーバンドＲ

②サイレンサー

１２．ＦＩＧ．８の写真を参考に、③テールパイプＲとガソリ

　　　ンタンクのクリアランスの狭い部分のガソリンタンク側

　　　に耐熱シートＡ７を貼り付けて下さい。 

　　　（ＦＩＧ．８参照）

耐熱シートを貼る前に、ガソリンタンクの表面の汚れを拭き

取って下さい。

参考

前側

←

前側

←

ＦＩＧ．７

取付ラバー

③テールパイプＲ

クランプバンド＃１/＃２

前側

←

耐熱シートＡ７

ＦＩＧ．５

ラバーを外したハンガー

クランプバンド取り付けの詳細 

はＦＩＧ．６を参照して下さい

２０ｍｍ

クランプバンドのハンガーが

車両のハンガーに当たる事を

確認して下さい

ＦＩＧ．４

このラバーを外して下さい

ＦＩＧ．９

冷間時7～ 8mm

③テールパイプＲ

前側→

リアパネル

●ヨシムラマフラーのメンテナンス

※マフラーが砂や泥で汚れてしまった場合は、マフラーが冷えてから水洗い等で汚れを落として下

　さい。定期的に増し締めを行い、マフラー各部の点検（変形、キズ、車体との干渉等）を行って

　下さい。

※ヨシムラサイクロンは２年間の品質保証がされています。製品については品質管理を行っており

　ますが、万一不良・不都合がありましたら保証書に従い無償修理を致しますので、

　(株)ヨシムラジャパンまたは、お買い上げ店までお知らせ下さい。詳しくは保証書をお読み下さ

　い。

●２年保証について

※サイレンサー内部の消音材は消耗品です。消音材が消耗すると音量増加のみでなく、出力の低下

　にもなります。消音材が消耗した場合は、リメイクサービスをご利用いただくことにより、長く

　安心してご使用いただけます。リメイク内容についてはお問い合わせ下さい。また、事故などに

　よる損傷の場合には、（株）ヨシムラジャパンに連絡の上、修理または損傷部品の交換等を行っ

　て下さい。

※ステンレスマフラーについて。

　ステンレスは他の金属に比べて非常に耐食性に優れていますが、使用条件、環境等（潮風、酸性

　雨、工業地帯の各種ガス、ほこり、すす、融雪剤 等）により「錆、汚れ」等が発生します。

　ステンレスの金属面を維持するには定期的なメンテナンスが必要になります。

！危険 スプリングを取り付ける際は、スプリングが工具から外れない様に十分注意して下さい。（怪我をする恐れがあります）

車両右側から見た図

ＦＩＧ．１

前側

⑭キャップボルト

　M8×20 ⑮平ワッシャ

　M8×26

⑮平ワッシャ

　M8×26

⑯フランジナットM8

②サイレンサー

←

④サイレンサーバンドＦ

⑤サイレンサーバンドＲ

←前側

160mm
20mm

⑧サイレンサーバンド用

　スペーサーラバー

車両左側から見た図

←前側
車両上側から見た図

②サイレンサー

※エンジンを始動する際は、換気の良い所で行うこと。排気ガスにより、一酸化炭素中毒になる恐れがあります。

※エンジン始動時は排気口に手を出したりしないこと。排気ガス中に含まれるグラスウール等が目や手などに

　刺さる恐れがあります。

※エンジン停止時に空吹かしをして止めた場合、マフラー内部に未燃焼ガスが溜まり、着火してテールエンド

　より炎を発する場合があります。テールエンドの先には引火しやすい物が無いことを確認してからエンジン

　を停止して下さい。発火した炎により引火し、爆発や火災が発生する恐れがあります。

！危険

！注意

※取付け、取扱いの不注意による返品は、固くお断り致します。

※製品に加工、改造などは絶対行わないで下さい。それらの場合の修理苦情等一切の責任を負いかねます。

※他メーカー製品との適合は行っておりませんので、本製品取付け、使用時に不具合が発生する恐れがありま

　すが、それらの場合の修理苦情等一切の責任を負いかねます。

！重要

※マフラーが車体と干渉したままエンジン始動や走行を行うと、火災や転倒などの事故の原因になりますので、

　マフラーが干渉していないことを充分確認して下さい。また、どうしても干渉が避けられない場合や、走行

　中に干渉しているような場合は、直ちに使用を中止し、(株)ヨシムラジャパンのマフラーホットラインまで

　ご連絡下さい。

！注意 純正ガスケットが破損している場合、排気漏れの原因になりますので、新しい物に交換して下さい。

(株)ヨシムラジャパン

・マフラーに関する技術的なご質問、ご相談

・マフラーの修理や商品に関するご質問、ご注文

〒243-0303 神奈川県愛甲郡愛川町中津6748

お問い合わせいただく際は、「商品名」「商品番号」「車種」 

「車両年式」「車両型式」をご確認の上、ご連絡下さい。

お問い合わせのご案内

・マフラーリメイクのご案内

マフラーリメイクのご案内

１０．②サイレンサーに③テールパイプＲを取り付け、⑰マフ 

　　　ラースプリングをスプリング取付工具を使用して取り付

　　　けて下さい。

！危険 スプリングを取り付ける際は、スプリングが工具から外れない

様に十分注意して下さい。（怪我をする恐れがあります）

５.装着後の確認

１９．走行後、各部に緩みが無いか点検し、増し締めを行って下さい。

冷間時10mm前後
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SPECIAL　PARTS　TECHNICAL　SERVICE　MANUAL

ＳＵＺＵＫＩ ＣＡＲＲＹ(３ＢＤーＤＡ１６Ｔ) オーバルサイクロン

２.組付図

１.適応車種及び諸元表

取扱説明書

○作業に入る前に必ず取扱説明書を熟読して下さい。

○作業中は本書を手元に置き、指示に従って作業を進めて下さい。

○本書は製品を廃棄するまで確実に保管して下さい。

！危険

！注意

参 考

怠ると怪我につながる注意事項を示してあります。

怠ると部品の損傷等につながる注意事項を示してあります。

スムーズに作業を進める上でのポイントや参考となる事項を示してあります。

JQR認証ナンバー/ロットナンバー/サイクロン型式は、

この部分にレーザーマーキングされています。

ＮＯ． 品名 数 品番 ＮＯ． 品名 数 品番

1 テールパイプＦ 1 1E5-647-5M00 10 キャップボルトＭ６×１５ 2 800-206-4015

サイレンサー（ステンレスカバー） 1E6-647-5M50 11 ＳＵＳワッシャＭ６ 4 812-206-1310

サイレンサー（チタンブルーカバー） 1E6-647-5M80B 12 スプリングワッシャＭ６ 2 814-106-1216

テールパイプＲ（ステンレスエンドピース） 1E5-643-5M51 13 フランジナットＭ６ 2 823-006-1000

テールパイプＲ（チタンブルーエンドピース） 1E5-643-5M81B 14 キャップボルトＭ８×２０ 2 800-208-5020

4 サイレンサーバンドＦ 1 162-64RCA500 15 平ワッシャＭ８×２６ 4 812-108-2600

5 サイレンサーバンドＲ 1 162-64RCA530 16 フランジナットＭ８ 2 823-008-1250

6 クランプバンド＃１ 1 162-021-4646 17 マフラースプリング（フローティング） 4 118-001-0000

7 クランプバンド＃２ 1 162-010-4646 ※ スプリング取付工具 1 100-000-0000

8 サイレンサーバンド用スペーサーラバー 2 896-009-0439 ※ 耐熱シートＡ７ 1 896-001-007A

9 クランプバンド用スペーサーラバー 1 896-018-1025

1

12

3

！

・装着可能自動車以外の車両に取り付けした場合、保安基準に適合 

　しません。

13

11

11

12

10

6

7

9

車名 スズキ　ＣＡＲＲＹ スズキ　ＳＵＰＥＲ ＣＡＲＲＹ マツダ　ＳＣＲＵＭ ＴＲＵＣＫ ニッサン　ＮＴ１００ ＣＬＩＰＰＥＲ ミツビシ　ＭＩＮＩＣＡＢ トラック

車両型式 ３ＢＤーＤＡ１６Ｔ ３ＢＤーＤＧ１６Ｔ ３ＢＤーＤＲ１６Ｔ ３ＢＤーＤＳ１６Ｔ

エンジン型式 Ｒ０６Ａ

トランスミッション ５ＭＴ / ４ＡＴ

駆動方式 ２ＷＤ / パートタイム４ＷＤ / 高低速２段切替え式パートタイム４ＷＤ

性能等確認済表示 ＪＱＲ１０２３３１１８　Ｒ０６Ａ

サイクロン型式 Ｓ６４７ＳＯＶ１１

品番

ステンレスサイレンサー １Ｅ０－ ６４７－ ５Ｍ５０

チタンブルーサイレンサー １Ｅ０－ ６４７－ ５Ｍ８０Ｂ

1

2

3

4

8

14

15

17 15

16

17

5

8
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３.取付方法

！注意 ※作業時は部品を損傷しないよう注意して作業を行なって下さい。

※ボルト、ナット締め付けの際は必ず規定トルクを守って下さい。

　ボルト、ナットの脱落・製品の破損の原因になります。

　１．ＳＥＴ内容を確認して下さい。

　２．メーカー発行のサービスマニュアルを参照し、純正サイ

　　　レンサーを車両から取り外して下さい。

　　　この時取り外したボルト類は、ヨシムラマフラーの取り

　　　付けに使用しますので紛失しないようにして下さい。

　６．①テールパイプＦを②サイレンサーに取り付け、⑰マフラースプリングをスプリング取付工具を使用

　　　して取り付けて下さい。

　７．純正フロントパイプのフランジに純正ガスケットが取り付けられている事を確認し、①テールパイプ

　　　のフランジを純正フロントパイプのフランジに取り付けて、純正ボルト、純正スプリングを使用して

　　　仮締めして下さい。

　８．車両の一番後方のハンガーから純正サイレンサーを取り

　　　付けていたラバーを取り外して下さい。 

　　　（ＦＩＧ．４参照）

　９．⑥クランプバンド＃１と⑦クランプバンド＃２を、

　　　ＦＩＧ．５，６の図説を参考に、⑨クランプバンド用ス

　　　ペーサーラバー、⑩キャップボルトＭ６×１５、⑪

　　　ＳＵＳワッシャＭ６、⑫スプリングワッシャＭ６、⑬フ

　　　ランジナットＭ６を使用して車両に取り付け、仮締めし 

　　　て下さい。　（ＦＩＧ．５，６参照）

１１．⑦クランプバンド＃２のハンガーに、手順８で外したラ

　　　バーを取り付けて下さい。

　　　次に、③テールパイプＲのハンガーをラバーに通して下 

　　　さい。（ＦＩＧ．７参照）

　３．④サイレンサーバンドＦに⑧サイレンサーバンド用スペ

　　　ーサーラバーを取り付けてから②サイレンサーに通し、

　　　カバーの前端から２０ｍｍの位置で⑭キャップボルトＭ

　　　８×２０、⑮平ワッシャＭ８×２６、⑯フランジナット

　　　Ｍ８を使用して仮締めして下さい。（ＦＩＧ．１参照）

　４．⑤サイレンサーバンドＲに⑧サイレンサーバンド用スペ

　　　ーサーラバーを取り付けてから②サイレンサーに通し、

　　　カバーの後端から１６０ｍｍの位置で⑭キャップボルト

　　　Ｍ８×２０、⑮平ワッシャＭ８×２６、⑯フランジナッ

　　　トＭ８を使用して仮締めして下さい。

　　　（ＦＩＧ．１参照）
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　５．サイレンサーバンドＦ／Ｒのハンガーをそれぞれ純正サイレンサーを取り付けていた車体側のラバー

　　　に通して車両に取り付けて下さい。（ＦＩＧ．２，３参照）

！注意 規定トルク　フランジ(テールパイプＦ)　：５０Ｎｍ

　　　　　　サイレンサーバンドＦ／Ｒ  ：２３Ｎｍ 

　　　　　　クランプバンド＃１／＃２　：１０Ｎｍ

１３．マフラーと車両各部とのクリアランスが適正な状態であ

　　　る事を確認し、テールパイプＦ→サイレンサーバンドＦ

　　　／Ｒ→クランプバンド＃１／＃２の順に、規定トルクで

　　　締め付けて下さい。

１４．各部の本締めが終了したら、確認の為にマフラー全体を 

　　　揺さぶって各部のクリアランスを点検して下さい。又、

　　　テールパイプＲと車両のリアパネルとのクリアランスを

　　　確認して下さい。

　　　不具合があった場合は締め付けたボルト・ナットを一度

　　　緩め、手順に従って再度締め直して下さい。 

　　　（ＦＩＧ．９参照）

１５．中性洗剤、ウエス等でマフラー全体を良く脱脂して下さ

　　　い。指紋などが付着したままエンジンを始動すると、色

　　　ムラとなって残ってしまうことがあります。

チタンブルーカバーのサイレンサーは、金属研磨剤やワックス

等を使用すると、色落ちする恐れがあります。

洗浄の際は、必ず中性洗剤をご使用下さい

！注意

１６．暖気運転を行なって排気漏れが無いことを確認し、エン

　　　ジンが完全に冷えてから各ボルトの増し締を行なって下

　　　さい。

１８．走行中アフターファイアーが激しく鳴る場合は、テール

　　　パイプＦ／Ｒ、サイレンサーの差し込み部に、市販のマ

　　　フラー用液体ガスケット等を塗りシーリングを行って下

　　　さい。作業はエンジンが完全に冷えてから行って下さい。

４.装着状態の確認

１７．試運転を行い、再度マフラーや車両各部に排気漏れや異

　　　音が無いか確認して下さい。

ＦＩＧ．３

ＦＩＧ．８

ＦＩＧ．２

取付ラバー

！注意

・二本あるサイレンサーバンドのうち、ハンガ

　ーが横に伸びている方が④サイレンサーバン

　ドＦとなります。

・バンドの向きにご注意下さい。 

　バンドのハンガーが車両前側に突き出ていれ

　ば正しく取り付けられています。

！注意

・二本あるサイレンサーバンドのうち、ハンガーが

　縦に伸びている方が⑤サイレンサーバンドＲとな

　ります。

・バンドの向きにご注意下さい。 

　バンドのハンガーが車両左側に突き出ていれば正

　しく取り付けられています。

②サイレンサー

④サイレンサーバンドＦ

ＦＩＧ．６

⑩キャップボルト

　Ｍ６×１５

⑪ＳＵＳワッシャＭ６

⑥クランプバンド＃１

⑦クランプバンド＃２

⑨クランプバンド用

　スペーサーラバー

⑪ＳＵＳワッシャＭ６

⑫スプリングワッシャＭ６

⑬フランジナットＭ６

←前側

取付ラバー ⑤サイレンサーバンドＲ

②サイレンサー

１２．ＦＩＧ．８の写真を参考に、③テールパイプＲとガソリ

　　　ンタンクのクリアランスの狭い部分のガソリンタンク側

　　　に耐熱シートＡ７を貼り付けて下さい。 

　　　（ＦＩＧ．８参照）

耐熱シートを貼る前に、ガソリンタンクの表面の汚れを拭き

取って下さい。

参考

前側

←

前側

←

ＦＩＧ．７

取付ラバー

③テールパイプＲ

クランプバンド＃１/＃２

前側

←

耐熱シートＡ７

ＦＩＧ．５

ラバーを外したハンガー

クランプバンド取り付けの詳細 

はＦＩＧ．６を参照して下さい

２０ｍｍ

クランプバンドのハンガーが

車両のハンガーに当たる事を

確認して下さい

ＦＩＧ．４

このラバーを外して下さい

ＦＩＧ．９

冷間時7～ 8mm

③テールパイプＲ

前側→

リアパネル

●ヨシムラマフラーのメンテナンス

※マフラーが砂や泥で汚れてしまった場合は、マフラーが冷えてから水洗い等で汚れを落として下

　さい。定期的に増し締めを行い、マフラー各部の点検（変形、キズ、車体との干渉等）を行って

　下さい。

※ヨシムラサイクロンは２年間の品質保証がされています。製品については品質管理を行っており

　ますが、万一不良・不都合がありましたら保証書に従い無償修理を致しますので、

　(株)ヨシムラジャパンまたは、お買い上げ店までお知らせ下さい。詳しくは保証書をお読み下さ

　い。

●２年保証について

※サイレンサー内部の消音材は消耗品です。消音材が消耗すると音量増加のみでなく、出力の低下

　にもなります。消音材が消耗した場合は、リメイクサービスをご利用いただくことにより、長く

　安心してご使用いただけます。リメイク内容についてはお問い合わせ下さい。また、事故などに

　よる損傷の場合には、（株）ヨシムラジャパンに連絡の上、修理または損傷部品の交換等を行っ

　て下さい。

※ステンレスマフラーについて。

　ステンレスは他の金属に比べて非常に耐食性に優れていますが、使用条件、環境等（潮風、酸性

　雨、工業地帯の各種ガス、ほこり、すす、融雪剤 等）により「錆、汚れ」等が発生します。

　ステンレスの金属面を維持するには定期的なメンテナンスが必要になります。

！危険 スプリングを取り付ける際は、スプリングが工具から外れない様に十分注意して下さい。（怪我をする恐れがあります）

車両右側から見た図
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SPECIAL　PARTS　TECHNICAL　SERVICE　MANUAL

ＳＵＺＵＫＩ ＣＡＲＲＹ(３ＢＤーＤＡ１６Ｔ) オーバルサイクロン

２.組付図

１.適応車種及び諸元表

取扱説明書

○作業に入る前に必ず取扱説明書を熟読して下さい。

○作業中は本書を手元に置き、指示に従って作業を進めて下さい。

○本書は製品を廃棄するまで確実に保管して下さい。

！危険

！注意

参 考

怠ると怪我につながる注意事項を示してあります。

怠ると部品の損傷等につながる注意事項を示してあります。

スムーズに作業を進める上でのポイントや参考となる事項を示してあります。

JQR認証ナンバー/ロットナンバー/サイクロン型式は、

この部分にレーザーマーキングされています。

ＮＯ． 品名 数 品番 ＮＯ． 品名 数 品番

1 テールパイプＦ 1 1E5-647-5M00 10 キャップボルトＭ６×１５ 2 800-206-4015

サイレンサー（ステンレスカバー） 1E6-647-5M50 11 ＳＵＳワッシャＭ６ 4 812-206-1310

サイレンサー（チタンブルーカバー） 1E6-647-5M80B 12 スプリングワッシャＭ６ 2 814-106-1216

テールパイプＲ（ステンレスエンドピース） 1E5-643-5M51 13 フランジナットＭ６ 2 823-006-1000

テールパイプＲ（チタンブルーエンドピース） 1E5-643-5M81B 14 キャップボルトＭ８×２０ 2 800-208-5020

4 サイレンサーバンドＦ 1 162-64RCA500 15 平ワッシャＭ８×２６ 4 812-108-2600

5 サイレンサーバンドＲ 1 162-64RCA530 16 フランジナットＭ８ 2 823-008-1250

6 クランプバンド＃１ 1 162-021-4646 17 マフラースプリング（フローティング） 4 118-001-0000

7 クランプバンド＃２ 1 162-010-4646 ※ スプリング取付工具 1 100-000-0000

8 サイレンサーバンド用スペーサーラバー 2 896-009-0439 ※ 耐熱シートＡ７ 1 896-001-007A

9 クランプバンド用スペーサーラバー 1 896-018-1025

1

12

3

！

・装着可能自動車以外の車両に取り付けした場合、保安基準に適合 

　しません。

13

11

11

12

10

6

7

9

車名 スズキ　ＣＡＲＲＹ スズキ　ＳＵＰＥＲ ＣＡＲＲＹ マツダ　ＳＣＲＵＭ ＴＲＵＣＫ ニッサン　ＮＴ１００ ＣＬＩＰＰＥＲ ミツビシ　ＭＩＮＩＣＡＢ トラック

車両型式 ３ＢＤ－ ＤＡ１６Ｔ ３ＢＤ－ ＤG１６Ｔ ３ＢＤ－ ＤR１６Ｔ ３ＢＤ－ ＤS１６Ｔ

エンジン型式 Ｒ０６Ａ

トランスミッション ５ＭＴ / ４ＡＴ

駆動方式 ２ＷＤ / パートタイム４ＷＤ / 高低速２段切替え式パートタイム４ＷＤ

性能等確認済表示 ＪＱＲ１０２３３１１８　Ｒ０６Ａ

サイクロン型式 Ｓ６４７ＳＯＶ１１

品番

ステンレスサイレンサー １Ｅ０－ ６４７－ ５Ｍ５０

チタンブルーサイレンサー １Ｅ０－ ６４７－ ５Ｍ８０Ｂ

ＦＩＧ．１

前側

⑭キャップボルト

　M8×20 ⑮平ワッシャ

　M8×26

⑮平ワッシャ

　M8×26

⑯フランジナットM8

②サイレンサー

←

④サイレンサーバンドＦ

⑤サイレンサーバンドＲ

←前側

160mm
20mm

⑧サイレンサーバンド用

　スペーサーラバー

車両左側から見た図

←前側
車両上側から見た図

②サイレンサー

※エンジンを始動する際は、換気の良い所で行うこと。排気ガスにより、一酸化炭素中毒になる恐れがあります。

※エンジン始動時は排気口に手を出したりしないこと。排気ガス中に含まれるグラスウール等が目や手などに

　刺さる恐れがあります。

※エンジン停止時に空吹かしをして止めた場合、マフラー内部に未燃焼ガスが溜まり、着火してテールエンド

　より炎を発する場合があります。テールエンドの先には引火しやすい物が無いことを確認してからエンジン

　を停止して下さい。発火した炎により引火し、爆発や火災が発生する恐れがあります。

！危険

！注意

※取付け、取扱いの不注意による返品は、固くお断り致します。

※製品に加工、改造などは絶対行わないで下さい。それらの場合の修理苦情等一切の責任を負いかねます。

※他メーカー製品との適合は行っておりませんので、本製品取付け、使用時に不具合が発生する恐れがありま

　すが、それらの場合の修理苦情等一切の責任を負いかねます。

！重要

※マフラーが車体と干渉したままエンジン始動や走行を行うと、火災や転倒などの事故の原因になりますので、

　マフラーが干渉していないことを充分確認して下さい。また、どうしても干渉が避けられない場合や、走行

　中に干渉しているような場合は、直ちに使用を中止し、(株)ヨシムラジャパンのマフラーホットラインまで

　ご連絡下さい。

1

2

3

4

8

14

15

17 15

16

17

5

8

！注意 純正ガスケットが破損している場合、排気漏れの原因になりますので、新しい物に交換して下さい。

(株)ヨシムラジャパン

・マフラーに関する技術的なご質問、ご相談

・マフラーの修理や商品に関するご質問、ご注文

〒243-0303 神奈川県愛甲郡愛川町中津6748

お問い合わせいただく際は、「商品名」「商品番号」「車種」 

「車両年式」「車両型式」をご確認の上、ご連絡下さい。

お問い合わせのご案内

・マフラーリメイクのご案内

マフラーリメイクのご案内

１０．②サイレンサーに③テールパイプＲを取り付け、⑰マフ 

　　　ラースプリングをスプリング取付工具を使用して取り付

　　　けて下さい。

！危険 スプリングを取り付ける際は、スプリングが工具から外れない

様に十分注意して下さい。（怪我をする恐れがあります）

５.装着後の確認

１９．走行後、各部に緩みが無いか点検し、増し締めを行って下さい。

冷間時10mm前後
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３.取付方法

！注意 ※作業時は部品を損傷しないよう注意して作業を行なって下さい。

※ボルト、ナット締め付けの際は必ず規定トルクを守って下さい。

　ボルト、ナットの脱落・製品の破損の原因になります。

　１．ＳＥＴ内容を確認して下さい。

　２．メーカー発行のサービスマニュアルを参照し、純正サイ

　　　レンサーを車両から取り外して下さい。

　　　この時取り外したボルト類は、ヨシムラマフラーの取り

　　　付けに使用しますので紛失しないようにして下さい。

　６．①テールパイプＦを②サイレンサーに取り付け、⑰マフラースプリングをスプリング取付工具を使用

　　　して取り付けて下さい。

　７．純正フロントパイプのフランジに純正ガスケットが取り付けられている事を確認し、①テールパイプ

　　　のフランジを純正フロントパイプのフランジに取り付けて、純正ボルト、純正スプリングを使用して

　　　仮締めして下さい。

　８．車両の一番後方のハンガーから純正サイレンサーを取り

　　　付けていたラバーを取り外して下さい。 

　　　（ＦＩＧ．４参照）

　９．⑥クランプバンド＃１と⑦クランプバンド＃２を、

　　　ＦＩＧ．５，６の図説を参考に、⑨クランプバンド用ス

　　　ペーサーラバー、⑩キャップボルトＭ６×１５、⑪

　　　ＳＵＳワッシャＭ６、⑫スプリングワッシャＭ６、⑬フ

　　　ランジナットＭ６を使用して車両に取り付け、仮締めし 

　　　て下さい。　（ＦＩＧ．５，６参照）

１１．⑦クランプバンド＃２のハンガーに、手順８で外したラ

　　　バーを取り付けて下さい。

　　　次に、③テールパイプＲのハンガーをラバーに通して下 

　　　さい。（ＦＩＧ．７参照）

　３．④サイレンサーバンドＦに⑧サイレンサーバンド用スペ

　　　ーサーラバーを取り付けてから②サイレンサーに通し、

　　　カバーの前端から２０ｍｍの位置で⑭キャップボルトＭ

　　　８×２０、⑮平ワッシャＭ８×２６、⑯フランジナット

　　　Ｍ８を使用して仮締めして下さい。（ＦＩＧ．１参照）

　４．⑤サイレンサーバンドＲに⑧サイレンサーバンド用スペ

　　　ーサーラバーを取り付けてから②サイレンサーに通し、

　　　カバーの後端から１６０ｍｍの位置で⑭キャップボルト

　　　Ｍ８×２０、⑮平ワッシャＭ８×２６、⑯フランジナッ

　　　トＭ８を使用して仮締めして下さい。

　　　（ＦＩＧ．１参照）
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　５．サイレンサーバンドＦ／Ｒのハンガーをそれぞれ純正サイレンサーを取り付けていたラバーに通して

　　　下さい。（ＦＩＧ．２，３参照）

！注意 規定トルク　フランジ(テールパイプＦ)　：５０Ｎｍ

　　　　　　サイレンサーバンドＦ／Ｒ  ：２３Ｎｍ 

　　　　　　クランプバンド＃１／＃２　：１０Ｎｍ

１３．マフラーと車両各部とのクリアランスが適正な状態であ

　　　る事を確認し、テールパイプＦ→サイレンサーバンドＦ

　　　／Ｒ→クランプバンド＃１／＃２の順に、規定トルクで

　　　締め付けて下さい。

１４．各部の本締めが終了したら、確認の為にマフラー全体を 

　　　揺さぶって各部のクリアランスを点検して下さい。又、

　　　テールパイプＲと車両のリアパネルとのクリアランスを

　　　確認して下さい。

　　　不具合があった場合は締め付けたボルト・ナットを一度

　　　緩め、手順に従って再度締め直して下さい。 

　　　（ＦＩＧ．９参照）

１５．中性洗剤、ウエス等でマフラー全体を良く脱脂して下さ

　　　い。指紋などが付着したままエンジンを始動すると、色

　　　ムラとなって残ってしまうことがあります。

チタンブルーカバーのサイレンサーは、金属研磨剤やワックス

等を使用すると、色落ちする恐れがあります。

洗浄の際は、必ず中性洗剤をご使用下さい

！注意

１６．暖気運転を行なって排気漏れが無いことを確認し、エン

　　　ジンが完全に冷えてから各ボルトの増し締を行なって下

　　　さい。

１８．走行中アフターファイアーが激しく鳴る場合は、テール

　　　パイプＦ／Ｒ、サイレンサーの差し込み部に、市販のマ

　　　フラー用液体ガスケット等を塗りシーリングを行って下

　　　さい。作業はエンジンが完全に冷えてから行って下さい。

４.装着状態の確認

１７．試運転を行い、再度マフラーや車両各部に排気漏れや異

　　　音が無いか確認して下さい。

ＦＩＧ．３

ＦＩＧ．８

ＦＩＧ．２

取付ラバー

！注意

・二本あるサイレンサーバンドのうち、ハンガ

　ーが横に伸びている方が④サイレンサーバン

　ドＦとなります。

・バンドの向きにご注意下さい。 

　バンドのハンガーが車両前側に突き出ていれ

　ば正しく取り付けられています。

！注意

・二本あるサイレンサーバンドのうち、ハンガーが

　縦に伸びている方が⑤サイレンサーバンドＲとな

　ります。

・バンドの向きにご注意下さい。 

　バンドのハンガーが車両左側に突き出ていれば正

　しく取り付けられています。

②サイレンサー

④サイレンサーバンドＦ

ＦＩＧ．６

⑩キャップボルト

　Ｍ６×１５

⑪ＳＵＳワッシャＭ６

⑥クランプバンド＃１

⑦クランプバンド＃２

⑨クランプバンド用

　スペーサーラバー

⑪ＳＵＳワッシャＭ６

⑫スプリングワッシャＭ６

⑬フランジナットＭ６

←前側

取付ラバー ⑤サイレンサーバンドＲ

②サイレンサー

１２．ＦＩＧ．８の写真を参考に、③テールパイプＲとガソリ

　　　ンタンクのクリアランスの狭い部分のガソリンタンク側

　　　に耐熱シートＡ７を貼り付けて下さい。 

　　　（ＦＩＧ．８参照）

耐熱シートを貼る前に、ガソリンタンクの表面の汚れを拭き

取って下さい。

参考

前側

←

前側

←

ＦＩＧ．７

取付ラバー

③テールパイプＲ

クランプバンド＃１/＃２

前側

←

耐熱シートＡ７

ＦＩＧ．５

ラバーを外したハンガー

クランプバンド取り付けの詳細 

はＦＩＧ．６を参照して下さい

２０ｍｍ

クランプバンドのハンガーが

車両のハンガーに当たる事を

確認して下さい

ＦＩＧ．４

このラバーを外して下さい

ＦＩＧ．９

冷間時7～ 8mm

③テールパイプＲ

前側→

リアパネル

●ヨシムラマフラーのメンテナンス

※マフラーが砂や泥で汚れてしまった場合は、マフラーが冷えてから水洗い等で汚れを落として下

　さい。定期的に増し締めを行い、マフラー各部の点検（変形、キズ、車体との干渉等）を行って

　下さい。

※ヨシムラサイクロンは２年間の品質保証がされています。製品については品質管理を行っており

　ますが、万一不良・不都合がありましたら保証書に従い無償修理を致しますので、

　(株)ヨシムラジャパンまたは、お買い上げ店までお知らせ下さい。詳しくは保証書をお読み下さ

　い。

●２年保証について

※サイレンサー内部の消音材は消耗品です。消音材が消耗すると音量増加のみでなく、出力の低下

　にもなります。消音材が消耗した場合は、リメイクサービスをご利用いただくことにより、長く

　安心してご使用いただけます。リメイク内容についてはお問い合わせ下さい。また、事故などに

　よる損傷の場合には、（株）ヨシムラジャパンに連絡の上、修理または損傷部品の交換等を行っ

　て下さい。

※ステンレスマフラーについて。

　ステンレスは他の金属に比べて非常に耐食性に優れていますが、使用条件、環境等（潮風、酸性

　雨、工業地帯の各種ガス、ほこり、すす、融雪剤 等）により「錆、汚れ」等が発生します。

　ステンレスの金属面を維持するには定期的なメンテナンスが必要になります。

！危険 スプリングを取り付ける際は、スプリングが工具から外れない様に十分注意して下さい。（怪我をする恐れがあります）

車両右側から見た図
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SPECIAL　PARTS　TECHNICAL　SERVICE　MANUAL

ＳＵＺＵＫＩ ＣＡＲＲＹ(３ＢＤーＤＡ１６Ｔ) オーバルサイクロン

２.組付図

１.適応車種及び諸元表

取扱説明書

○作業に入る前に必ず取扱説明書を熟読して下さい。

○作業中は本書を手元に置き、指示に従って作業を進めて下さい。

○本書は製品を廃棄するまで確実に保管して下さい。

！危険

！注意

参 考

怠ると怪我につながる注意事項を示してあります。

怠ると部品の損傷等につながる注意事項を示してあります。

スムーズに作業を進める上でのポイントや参考となる事項を示してあります。

JQR認証ナンバー/ロットナンバー/サイクロン型式は、

この部分にレーザーマーキングされています。

ＮＯ． 品名 数 品番 ＮＯ． 品名 数 品番

1 テールパイプＦ 1 1E5-647-5M00 10 キャップボルトＭ６×１５ 2 800-206-4015

サイレンサー（ステンレスカバー） 1E6-647-5M50 11 ＳＵＳワッシャＭ６ 4 812-206-1310

サイレンサー（チタンブルーカバー） 1E6-647-5M80B 12 スプリングワッシャＭ６ 2 814-106-1216

テールパイプＲ（ステンレスエンドピース） 1E5-643-5M51 13 フランジナットＭ６ 2 823-006-1000

テールパイプＲ（チタンブルーエンドピース） 1E5-643-5M81B 14 キャップボルトＭ８×２０ 2 800-208-5020

4 サイレンサーバンドＦ 1 162-64RCA500 15 平ワッシャＭ８×２６ 4 812-108-2600

5 サイレンサーバンドＲ 1 162-64RCA530 16 フランジナットＭ８ 2 823-008-1250

6 クランプバンド＃１ 1 162-021-4646 17 マフラースプリング（フローティング） 4 118-001-0000

7 クランプバンド＃２ 1 162-010-4646 ※ スプリング取付工具 1 100-000-0000

8 サイレンサーバンド用スペーサーラバー 2 896-009-0439 ※ 耐熱シートＡ７ 1 896-001-007A

9 クランプバンド用スペーサーラバー 1 896-018-1025

1

12

3

！

・装着可能自動車以外の車両に取り付けした場合、保安基準に適合 

　しません。

13

11

11

12

10

6

7

9

車名 スズキ　ＣＡＲＲＹ スズキ　ＳＵＰＥＲ ＣＡＲＲＹ マツダ　ＳＣＲＵＭ ＴＲＵＣＫ ニッサン　ＮＴ１００ ＣＬＩＰＰＥＲ ミツビシ　ＭＩＮＩＣＡＢ トラック

車両型式 ３ＢＤ－ ＤＡ１６Ｔ ３ＢＤ－ ＤG１６Ｔ ３ＢＤ－ ＤR１６Ｔ ３ＢＤ－ ＤS１６Ｔ

エンジン型式 Ｒ０６Ａ

トランスミッション ５ＭＴ / ４ＡＴ

駆動方式 ２ＷＤ / パートタイム４ＷＤ / 高低速２段切替え式パートタイム４ＷＤ

性能等確認済表示 ＪＱＲ１０２３３１１８　Ｒ０６Ａ

サイクロン型式 Ｓ６４７ＳＯＶ１１

品番

ステンレスサイレンサー １Ｅ０－ ６４７－ ５Ｍ５０

チタンブルーサイレンサー １Ｅ０－ ６４７－ ５Ｍ８０Ｂ

ＦＩＧ．１

前側

⑭キャップボルト

　M8×20 ⑮平ワッシャ

　M8×26

⑮平ワッシャ

　M8×26

⑯フランジナットM8

②サイレンサー

←

④サイレンサーバンドＦ

⑤サイレンサーバンドＲ

←前側

160mm
20mm

⑧サイレンサーバンド用

　スペーサーラバー

車両左側から見た図

←前側
車両上側から見た図

②サイレンサー

※エンジンを始動する際は、換気の良い所で行うこと。排気ガスにより、一酸化炭素中毒になる恐れがあります。

※エンジン始動時は排気口に手を出したりしないこと。排気ガス中に含まれるグラスウール等が目や手などに

　刺さる恐れがあります。

※エンジン停止時に空吹かしをして止めた場合、マフラー内部に未燃焼ガスが溜まり、着火してテールエンド

　より炎を発する場合があります。テールエンドの先には引火しやすい物が無いことを確認してからエンジン

　を停止して下さい。発火した炎により引火し、爆発や火災が発生する恐れがあります。

！危険

！注意

※取付け、取扱いの不注意による返品は、固くお断り致します。

※製品に加工、改造などは絶対行わないで下さい。それらの場合の修理苦情等一切の責任を負いかねます。

※他メーカー製品との適合は行っておりませんので、本製品取付け、使用時に不具合が発生する恐れがありま

　すが、それらの場合の修理苦情等一切の責任を負いかねます。

！重要

※マフラーが車体と干渉したままエンジン始動や走行を行うと、火災や転倒などの事故の原因になりますので、

　マフラーが干渉していないことを充分確認して下さい。また、どうしても干渉が避けられない場合や、走行

　中に干渉しているような場合は、直ちに使用を中止し、(株)ヨシムラジャパンのマフラーホットラインまで

　ご連絡下さい。

1

2

3

4

8

14

15

17 15

16

17

5

8

！注意 純正ガスケットが破損している場合、排気漏れの原因になりますので、新しい物に交換して下さい。

(株)ヨシムラジャパン

・マフラーに関する技術的なご質問、ご相談

・マフラーの修理や商品に関するご質問、ご注文

〒243-0303 神奈川県愛甲郡愛川町中津6748

お問い合わせいただく際は、「商品名」「商品番号」「車種」 

「車両年式」「車両型式」をご確認の上、ご連絡下さい。

お問い合わせのご案内

・マフラーリメイクのご案内

マフラーリメイクのご案内

１０．②サイレンサーに③テールパイプＲを取り付け、⑰マフ 

　　　ラースプリングをスプリング取付工具を使用して取り付

　　　けて下さい。

！危険 スプリングを取り付ける際は、スプリングが工具から外れない

様に十分注意して下さい。（怪我をする恐れがあります）

５.装着後の確認

１９．走行後、各部に緩みが無いか点検し、増し締めを行って下さい。

冷間時10mm前後
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３.取付方法

！注意 ※作業時は部品を損傷しないよう注意して作業を行なって下さい。

※ボルト、ナット締め付けの際は必ず規定トルクを守って下さい。

　ボルト、ナットの脱落・製品の破損の原因になります。

　１．ＳＥＴ内容を確認して下さい。

　２．メーカー発行のサービスマニュアルを参照し、純正サイ

　　　レンサーを車両から取り外して下さい。

　　　この時取り外したボルト類は、ヨシムラマフラーの取り

　　　付けに使用しますので紛失しないようにして下さい。

　６．①テールパイプＦを②サイレンサーに取り付け、⑰マフラースプリングをスプリング取付工具を使用

　　　して取り付けて下さい。

　７．純正フロントパイプのフランジに純正ガスケットが取り付けられている事を確認し、①テールパイプ

　　　のフランジを純正フロントパイプのフランジに取り付けて、純正ボルト、純正スプリングを使用して

　　　仮締めして下さい。

　８．車両の一番後方のハンガーから純正サイレンサーを取り

　　　付けていたラバーを取り外して下さい。 

　　　（ＦＩＧ．４参照）

　９．⑥クランプバンド＃１と⑦クランプバンド＃２を、

　　　ＦＩＧ．５，６の図説を参考に、⑨クランプバンド用ス

　　　ペーサーラバー、⑩キャップボルトＭ６×１５、⑪

　　　ＳＵＳワッシャＭ６、⑫スプリングワッシャＭ６、⑬フ

　　　ランジナットＭ６を使用して車両に取り付け、仮締めし 

　　　て下さい。　（ＦＩＧ．５，６参照）

１１．⑦クランプバンド＃２のハンガーに、手順８で外したラ

　　　バーを取り付けて下さい。

　　　次に、③テールパイプＲのハンガーをラバーに通して下 

　　　さい。（ＦＩＧ．７参照）

　３．④サイレンサーバンドＦに⑧サイレンサーバンド用スペ

　　　ーサーラバーを取り付けてから②サイレンサーに通し、

　　　カバーの前端から２０ｍｍの位置で⑭キャップボルトＭ

　　　８×２０、⑮平ワッシャＭ８×２６、⑯フランジナット

　　　Ｍ８を使用して仮締めして下さい。（ＦＩＧ．１参照）

　４．⑤サイレンサーバンドＲに⑧サイレンサーバンド用スペ

　　　ーサーラバーを取り付けてから②サイレンサーに通し、

　　　カバーの後端から１６０ｍｍの位置で⑭キャップボルト

　　　Ｍ８×２０、⑮平ワッシャＭ８×２６、⑯フランジナッ

　　　トＭ８を使用して仮締めして下さい。

　　　（ＦＩＧ．１参照）
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　５．サイレンサーバンドＦ／Ｒのハンガーをそれぞれ純正サイレンサーを取り付けていたラバーに通して

　　　下さい。（ＦＩＧ．２，３参照）

！注意 規定トルク　フランジ(テールパイプＦ)　：５０Ｎｍ

　　　　　　サイレンサーバンドＦ／Ｒ  ：２３Ｎｍ 

　　　　　　クランプバンド＃１／＃２　：１０Ｎｍ

１３．マフラーと車両各部とのクリアランスが適正な状態であ

　　　る事を確認し、テールパイプＦ→サイレンサーバンドＦ

　　　／Ｒ→クランプバンド＃１／＃２の順に、規定トルクで

　　　締め付けて下さい。

１４．各部の本締めが終了したら、確認の為にマフラー全体を 

　　　揺さぶって各部のクリアランスを点検して下さい。又、

　　　テールパイプＲと車両のリアパネルとのクリアランスを

　　　確認して下さい。

　　　不具合があった場合は締め付けたボルト・ナットを一度

　　　緩め、手順に従って再度締め直して下さい。 

　　　（ＦＩＧ．９参照）

１５．中性洗剤、ウエス等でマフラー全体を良く脱脂して下さ

　　　い。指紋などが付着したままエンジンを始動すると、色

　　　ムラとなって残ってしまうことがあります。

チタンブルーカバーのサイレンサーは、金属研磨剤やワックス

等を使用すると、色落ちする恐れがあります。

洗浄の際は、必ず中性洗剤をご使用下さい

！注意

１６．暖気運転を行なって排気漏れが無いことを確認し、エン

　　　ジンが完全に冷えてから各ボルトの増し締を行なって下

　　　さい。

１８．走行中アフターファイアーが激しく鳴る場合は、テール

　　　パイプＦ／Ｒ、サイレンサーの差し込み部に、市販のマ

　　　フラー用液体ガスケット等を塗りシーリングを行って下

　　　さい。作業はエンジンが完全に冷えてから行って下さい。

４.装着状態の確認

１７．試運転を行い、再度マフラーや車両各部に排気漏れや異

　　　音が無いか確認して下さい。

ＦＩＧ．３

ＦＩＧ．８

ＦＩＧ．２

取付ラバー

！注意

・二本あるサイレンサーバンドのうち、ハンガ

　ーが横に伸びている方が④サイレンサーバン

　ドＦとなります。

・バンドの向きにご注意下さい。 

　バンドのハンガーが車両前側に突き出ていれ

　ば正しく取り付けられています。

！注意

・二本あるサイレンサーバンドのうち、ハンガーが

　縦に伸びている方が⑤サイレンサーバンドＲとな

　ります。

・バンドの向きにご注意下さい。 

　バンドのハンガーが車両左側に突き出ていれば正

　しく取り付けられています。

②サイレンサー

④サイレンサーバンドＦ

ＦＩＧ．６

⑩キャップボルト

　Ｍ６×１５

⑪ＳＵＳワッシャＭ６

⑥クランプバンド＃１

⑦クランプバンド＃２

⑨クランプバンド用

　スペーサーラバー

⑪ＳＵＳワッシャＭ６

⑫スプリングワッシャＭ６

⑬フランジナットＭ６

←前側

取付ラバー ⑤サイレンサーバンドＲ

②サイレンサー

１２．ＦＩＧ．８の写真を参考に、③テールパイプＲとガソリ

　　　ンタンクのクリアランスの狭い部分のガソリンタンク側

　　　に耐熱シートＡ７を貼り付けて下さい。 

　　　（ＦＩＧ．８参照）

耐熱シートを貼る前に、ガソリンタンクの表面の汚れを拭き

取って下さい。

参考

前側

←

前側

←

ＦＩＧ．７

取付ラバー

③テールパイプＲ

クランプバンド＃１/＃２

前側

←

耐熱シートＡ７

ＦＩＧ．５

ラバーを外したハンガー

クランプバンド取り付けの詳細 

はＦＩＧ．６を参照して下さい

２０ｍｍ

クランプバンドのハンガーが

車両のハンガーに当たる事を

確認して下さい

ＦＩＧ．４

このラバーを外して下さい

ＦＩＧ．９

冷間時7～ 8mm

③テールパイプＲ

前側→

リアパネル

●ヨシムラマフラーのメンテナンス

※マフラーが砂や泥で汚れてしまった場合は、マフラーが冷えてから水洗い等で汚れを落として下

　さい。定期的に増し締めを行い、マフラー各部の点検（変形、キズ、車体との干渉等）を行って

　下さい。

※ヨシムラサイクロンは２年間の品質保証がされています。製品については品質管理を行っており

　ますが、万一不良・不都合がありましたら保証書に従い無償修理を致しますので、

　(株)ヨシムラジャパンまたは、お買い上げ店までお知らせ下さい。詳しくは保証書をお読み下さ

　い。

●２年保証について

※サイレンサー内部の消音材は消耗品です。消音材が消耗すると音量増加のみでなく、出力の低下

　にもなります。消音材が消耗した場合は、リメイクサービスをご利用いただくことにより、長く

　安心してご使用いただけます。リメイク内容についてはお問い合わせ下さい。また、事故などに

　よる損傷の場合には、（株）ヨシムラジャパンに連絡の上、修理または損傷部品の交換等を行っ

　て下さい。

※ステンレスマフラーについて。

　ステンレスは他の金属に比べて非常に耐食性に優れていますが、使用条件、環境等（潮風、酸性

　雨、工業地帯の各種ガス、ほこり、すす、融雪剤 等）により「錆、汚れ」等が発生します。

　ステンレスの金属面を維持するには定期的なメンテナンスが必要になります。

！危険 スプリングを取り付ける際は、スプリングが工具から外れない様に十分注意して下さい。（怪我をする恐れがあります）

車両右側から見た図
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ＳＵＺＵＫＩ ＣＡＲＲＹ(３ＢＤーＤＡ１６Ｔ) オーバルサイクロン

２.組付図

１.適応車種及び諸元表

取扱説明書

○作業に入る前に必ず取扱説明書を熟読して下さい。

○作業中は本書を手元に置き、指示に従って作業を進めて下さい。

○本書は製品を廃棄するまで確実に保管して下さい。

！危険

！注意

参 考

怠ると怪我につながる注意事項を示してあります。

怠ると部品の損傷等につながる注意事項を示してあります。

スムーズに作業を進める上でのポイントや参考となる事項を示してあります。

JQR認証ナンバー/ロットナンバー/サイクロン型式は、

この部分にレーザーマーキングされています。

ＮＯ． 品名 数 品番 ＮＯ． 品名 数 品番

1 テールパイプＦ 1 1E5-647-5M00 10 キャップボルトＭ６×１５ 2 800-206-4015

サイレンサー（ステンレスカバー） 1E6-647-5M50 11 ＳＵＳワッシャＭ６ 4 812-206-1310

サイレンサー（チタンブルーカバー） 1E6-647-5M80B 12 スプリングワッシャＭ６ 2 814-106-1216

テールパイプＲ（ステンレスエンドピース） 1E5-643-5M51 13 フランジナットＭ６ 2 823-006-1000

テールパイプＲ（チタンブルーエンドピース） 1E5-643-5M81B 14 キャップボルトＭ８×２０ 2 800-208-5020

4 サイレンサーバンドＦ 1 162-64RCA500 15 平ワッシャＭ８×２６ 4 812-108-2600

5 サイレンサーバンドＲ 1 162-64RCA530 16 フランジナットＭ８ 2 823-008-1250

6 クランプバンド＃１ 1 162-021-4646 17 マフラースプリング（フローティング） 4 118-001-0000

7 クランプバンド＃２ 1 162-010-4646 ※ スプリング取付工具 1 100-000-0000

8 サイレンサーバンド用スペーサーラバー 2 896-009-0439 ※ 耐熱シートＡ７ 1 896-001-007A

9 クランプバンド用スペーサーラバー 1 896-018-1025

1

12

3

！

・装着可能自動車以外の車両に取り付けした場合、保安基準に適合 

　しません。

13

11

11

12

10

6

7

9

車名 スズキ　ＣＡＲＲＹ スズキ　ＳＵＰＥＲ ＣＡＲＲＹ マツダ　ＳＣＲＵＭ ＴＲＵＣＫ ニッサン　ＮＴ１００ ＣＬＩＰＰＥＲ ミツビシ　ＭＩＮＩＣＡＢ トラック

車両型式 ３ＢＤ－ ＤＡ１６Ｔ ３ＢＤ－ ＤG１６Ｔ ３ＢＤ－ ＤR１６Ｔ ３ＢＤ－ ＤS１６Ｔ

エンジン型式 Ｒ０６Ａ

トランスミッション ５ＭＴ / ４ＡＴ

駆動方式 ２ＷＤ / パートタイム４ＷＤ / 高低速２段切替え式パートタイム４ＷＤ

性能等確認済表示 ＪＱＲ１０２３３１１８　Ｒ０６Ａ

サイクロン型式 Ｓ６４７ＳＯＶ１１

品番

ステンレスサイレンサー １Ｅ０－ ６４７－ ５Ｍ５０

チタンブルーサイレンサー １Ｅ０－ ６４７－ ５Ｍ８０Ｂ

ＦＩＧ．１

前側

⑭キャップボルト

　M8×20 ⑮平ワッシャ

　M8×26

⑮平ワッシャ

　M8×26

⑯フランジナットM8

②サイレンサー

←

④サイレンサーバンドＦ

⑤サイレンサーバンドＲ

←前側

160mm
20mm

⑧サイレンサーバンド用

　スペーサーラバー

車両左側から見た図

←前側
車両上側から見た図

②サイレンサー

※エンジンを始動する際は、換気の良い所で行うこと。排気ガスにより、一酸化炭素中毒になる恐れがあります。

※エンジン始動時は排気口に手を出したりしないこと。排気ガス中に含まれるグラスウール等が目や手などに

　刺さる恐れがあります。

※エンジン停止時に空吹かしをして止めた場合、マフラー内部に未燃焼ガスが溜まり、着火してテールエンド

　より炎を発する場合があります。テールエンドの先には引火しやすい物が無いことを確認してからエンジン

　を停止して下さい。発火した炎により引火し、爆発や火災が発生する恐れがあります。

！危険

！注意

※取付け、取扱いの不注意による返品は、固くお断り致します。

※製品に加工、改造などは絶対行わないで下さい。それらの場合の修理苦情等一切の責任を負いかねます。

※他メーカー製品との適合は行っておりませんので、本製品取付け、使用時に不具合が発生する恐れがありま

　すが、それらの場合の修理苦情等一切の責任を負いかねます。

！重要

※マフラーが車体と干渉したままエンジン始動や走行を行うと、火災や転倒などの事故の原因になりますので、

　マフラーが干渉していないことを充分確認して下さい。また、どうしても干渉が避けられない場合や、走行

　中に干渉しているような場合は、直ちに使用を中止し、(株)ヨシムラジャパンのマフラーホットラインまで

　ご連絡下さい。

1

2

3

4

8

14

15

17 15

16

17

5

8

！注意 純正ガスケットが破損している場合、排気漏れの原因になりますので、新しい物に交換して下さい。

(株)ヨシムラジャパン

・マフラーに関する技術的なご質問、ご相談

・マフラーの修理や商品に関するご質問、ご注文

〒243-0303 神奈川県愛甲郡愛川町中津6748

お問い合わせいただく際は、「商品名」「商品番号」「車種」 

「車両年式」「車両型式」をご確認の上、ご連絡下さい。

お問い合わせのご案内

・マフラーリメイクのご案内

マフラーリメイクのご案内

１０．②サイレンサーに③テールパイプＲを取り付け、⑰マフ 

　　　ラースプリングをスプリング取付工具を使用して取り付

　　　けて下さい。

！危険 スプリングを取り付ける際は、スプリングが工具から外れない

様に十分注意して下さい。（怪我をする恐れがあります）

５.装着後の確認

１９．走行後、各部に緩みが無いか点検し、増し締めを行って下さい。

冷間時10mm前後
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３.取付方法

！注意 ※作業時は部品を損傷しないよう注意して作業を行なって下さい。

※ボルト、ナット締め付けの際は必ず規定トルクを守って下さい。

　ボルト、ナットの脱落・製品の破損の原因になります。

　１．ＳＥＴ内容を確認して下さい。

　２．メーカー発行のサービスマニュアルを参照し、純正サイ

　　　レンサーを車両から取り外して下さい。

　　　この時取り外したボルト類は、ヨシムラマフラーの取り

　　　付けに使用しますので紛失しないようにして下さい。

　６．①テールパイプＦを②サイレンサーに取り付け、⑰マフラースプリングをスプリング取付工具を使用

　　　して取り付けて下さい。

　７．純正フロントパイプのフランジに純正ガスケットが取り付けられている事を確認し、①テールパイプ

　　　のフランジを純正フロントパイプのフランジに取り付けて、純正ボルト、純正スプリングを使用して

　　　仮締めして下さい。

　８．車両の一番後方のハンガーから純正サイレンサーを取り

　　　付けていたラバーを取り外して下さい。 

　　　（ＦＩＧ．４参照）

　９．⑥クランプバンド＃１と⑦クランプバンド＃２を、

　　　ＦＩＧ．５，６の図説を参考に、⑨クランプバンド用ス

　　　ペーサーラバー、⑩キャップボルトＭ６×１５、⑪

　　　ＳＵＳワッシャＭ６、⑫スプリングワッシャＭ６、⑬フ

　　　ランジナットＭ６を使用して車両に取り付け、仮締めし 

　　　て下さい。　（ＦＩＧ．５，６参照）

１１．⑦クランプバンド＃２のハンガーに、手順８で外したラ

　　　バーを取り付けて下さい。

　　　次に、③テールパイプＲのハンガーをラバーに通して下 

　　　さい。（ＦＩＧ．７参照）

　３．④サイレンサーバンドＦに⑧サイレンサーバンド用スペ

　　　ーサーラバーを取り付けてから②サイレンサーに通し、

　　　カバーの前端から２０ｍｍの位置で⑭キャップボルトＭ

　　　８×２０、⑮平ワッシャＭ８×２６、⑯フランジナット

　　　Ｍ８を使用して仮締めして下さい。（ＦＩＧ．１参照）

　４．⑤サイレンサーバンドＲに⑧サイレンサーバンド用スペ

　　　ーサーラバーを取り付けてから②サイレンサーに通し、

　　　カバーの後端から１６０ｍｍの位置で⑭キャップボルト

　　　Ｍ８×２０、⑮平ワッシャＭ８×２６、⑯フランジナッ

　　　トＭ８を使用して仮締めして下さい。

　　　（ＦＩＧ．１参照）
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　５．サイレンサーバンドＦ／Ｒのハンガーをそれぞれ純正サイレンサーを取り付けていたラバーに通して

　　　下さい。（ＦＩＧ．２，３参照）

！注意 規定トルク　フランジ(テールパイプＦ)　：５０Ｎｍ

　　　　　　サイレンサーバンドＦ／Ｒ  ：２３Ｎｍ 

　　　　　　クランプバンド＃１／＃２　：１０Ｎｍ

１３．マフラーと車両各部とのクリアランスが適正な状態であ

　　　る事を確認し、テールパイプＦ→サイレンサーバンドＦ

　　　／Ｒ→クランプバンド＃１／＃２の順に、規定トルクで

　　　締め付けて下さい。

１４．各部の本締めが終了したら、確認の為にマフラー全体を 

　　　揺さぶって各部のクリアランスを点検して下さい。又、

　　　テールパイプＲと車両のリアパネルとのクリアランスを

　　　確認して下さい。

　　　不具合があった場合は締め付けたボルト・ナットを一度

　　　緩め、手順に従って再度締め直して下さい。 

　　　（ＦＩＧ．９参照）

１５．中性洗剤、ウエス等でマフラー全体を良く脱脂して下さ

　　　い。指紋などが付着したままエンジンを始動すると、色

　　　ムラとなって残ってしまうことがあります。

チタンブルーカバーのサイレンサーは、金属研磨剤やワックス

等を使用すると、色落ちする恐れがあります。

洗浄の際は、必ず中性洗剤をご使用下さい

！注意

１６．暖気運転を行なって排気漏れが無いことを確認し、エン

　　　ジンが完全に冷えてから各ボルトの増し締を行なって下

　　　さい。

１８．走行中アフターファイアーが激しく鳴る場合は、テール

　　　パイプＦ／Ｒ、サイレンサーの差し込み部に、市販のマ

　　　フラー用液体ガスケット等を塗りシーリングを行って下

　　　さい。作業はエンジンが完全に冷えてから行って下さい。

４.装着状態の確認

１７．試運転を行い、再度マフラーや車両各部に排気漏れや異

　　　音が無いか確認して下さい。

ＦＩＧ．３

ＦＩＧ．８

ＦＩＧ．２

取付ラバー

！注意

・二本あるサイレンサーバンドのうち、ハンガ

　ーが横に伸びている方が④サイレンサーバン

　ドＦとなります。

・バンドの向きにご注意下さい。 

　バンドのハンガーが車両前側に突き出ていれ

　ば正しく取り付けられています。

！注意

・二本あるサイレンサーバンドのうち、ハンガーが

　縦に伸びている方が⑤サイレンサーバンドＲとな

　ります。

・バンドの向きにご注意下さい。 

　バンドのハンガーが車両左側に突き出ていれば正

　しく取り付けられています。

②サイレンサー

④サイレンサーバンドＦ

ＦＩＧ．６

⑩キャップボルト

　Ｍ６×１５

⑪ＳＵＳワッシャＭ６

⑥クランプバンド＃１

⑦クランプバンド＃２

⑨クランプバンド用

　スペーサーラバー

⑪ＳＵＳワッシャＭ６

⑫スプリングワッシャＭ６

⑬フランジナットＭ６

←前側

取付ラバー ⑤サイレンサーバンドＲ

②サイレンサー

１２．ＦＩＧ．８の写真を参考に、③テールパイプＲとガソリ

　　　ンタンクのクリアランスの狭い部分のガソリンタンク側

　　　に耐熱シートＡ７を貼り付けて下さい。 

　　　（ＦＩＧ．８参照）

耐熱シートを貼る前に、ガソリンタンクの表面の汚れを拭き

取って下さい。

参考

前側

←

前側

←

ＦＩＧ．７

取付ラバー

③テールパイプＲ

クランプバンド＃１/＃２

前側

←

耐熱シートＡ７

ＦＩＧ．５

ラバーを外したハンガー

クランプバンド取り付けの詳細 

はＦＩＧ．６を参照して下さい

２０ｍｍ

クランプバンドのハンガーが

車両のハンガーに当たる事を

確認して下さい

ＦＩＧ．４

このラバーを外して下さい

ＦＩＧ．９

冷間時7～ 8mm

③テールパイプＲ

前側→

リアパネル

●ヨシムラマフラーのメンテナンス

※マフラーが砂や泥で汚れてしまった場合は、マフラーが冷えてから水洗い等で汚れを落として下

　さい。定期的に増し締めを行い、マフラー各部の点検（変形、キズ、車体との干渉等）を行って

　下さい。

※ヨシムラサイクロンは２年間の品質保証がされています。製品については品質管理を行っており

　ますが、万一不良・不都合がありましたら保証書に従い無償修理を致しますので、

　(株)ヨシムラジャパンまたは、お買い上げ店までお知らせ下さい。詳しくは保証書をお読み下さ

　い。

●２年保証について

※サイレンサー内部の消音材は消耗品です。消音材が消耗すると音量増加のみでなく、出力の低下

　にもなります。消音材が消耗した場合は、リメイクサービスをご利用いただくことにより、長く

　安心してご使用いただけます。リメイク内容についてはお問い合わせ下さい。また、事故などに

　よる損傷の場合には、（株）ヨシムラジャパンに連絡の上、修理または損傷部品の交換等を行っ

　て下さい。

※ステンレスマフラーについて。

　ステンレスは他の金属に比べて非常に耐食性に優れていますが、使用条件、環境等（潮風、酸性

　雨、工業地帯の各種ガス、ほこり、すす、融雪剤 等）により「錆、汚れ」等が発生します。

　ステンレスの金属面を維持するには定期的なメンテナンスが必要になります。

！危険 スプリングを取り付ける際は、スプリングが工具から外れない様に十分注意して下さい。（怪我をする恐れがあります）

車両右側から見た図
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１.適応車種及び諸元表

取扱説明書

○作業に入る前に必ず取扱説明書を熟読して下さい。

○作業中は本書を手元に置き、指示に従って作業を進めて下さい。

○本書は製品を廃棄するまで確実に保管して下さい。

！危険

！注意

参 考

怠ると怪我につながる注意事項を示してあります。

怠ると部品の損傷等につながる注意事項を示してあります。

スムーズに作業を進める上でのポイントや参考となる事項を示してあります。

JQR認証ナンバー/ロットナンバー/サイクロン型式は、

この部分にレーザーマーキングされています。

ＮＯ． 品名 数 品番 ＮＯ． 品名 数 品番

1 テールパイプＦ 1 1E5-647-5M00 10 キャップボルトＭ６×１５ 2 800-206-4015

サイレンサー（ステンレスカバー） 1E6-647-5M50 11 ＳＵＳワッシャＭ６ 4 812-206-1310

サイレンサー（チタンブルーカバー） 1E6-647-5M80B 12 スプリングワッシャＭ６ 2 814-106-1216

テールパイプＲ（ステンレスエンドピース） 1E5-643-5M51 13 フランジナットＭ６ 2 823-006-1000

テールパイプＲ（チタンブルーエンドピース） 1E5-643-5M81B 14 キャップボルトＭ８×２０ 2 800-208-5020

4 サイレンサーバンドＦ 1 162-64RCA500 15 平ワッシャＭ８×２６ 4 812-108-2600

5 サイレンサーバンドＲ 1 162-64RCA530 16 フランジナットＭ８ 2 823-008-1250

6 クランプバンド＃１ 1 162-021-4646 17 マフラースプリング（フローティング） 4 118-001-0000

7 クランプバンド＃２ 1 162-010-4646 ※ スプリング取付工具 1 100-000-0000

8 サイレンサーバンド用スペーサーラバー 2 896-009-0439 ※ 耐熱シートＡ７ 1 896-001-007A

9 クランプバンド用スペーサーラバー 1 896-018-1025

1

12

3

！

・装着可能自動車以外の車両に取り付けした場合、保安基準に適合 

　しません。
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11

12
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6

7

9

車名 スズキ　ＣＡＲＲＹ スズキ　ＳＵＰＥＲ ＣＡＲＲＹ マツダ　ＳＣＲＵＭ ＴＲＵＣＫ ニッサン　ＮＴ１００ ＣＬＩＰＰＥＲ ミツビシ　ＭＩＮＩＣＡＢ トラック

車両型式 ３ＢＤ－ ＤＡ１６Ｔ ３ＢＤ－ ＤG１６Ｔ ３ＢＤ－ ＤR１６Ｔ ３ＢＤ－ ＤS１６Ｔ

エンジン型式 Ｒ０６Ａ

トランスミッション ５ＭＴ / ４ＡＴ

駆動方式 ２ＷＤ / パートタイム４ＷＤ / 高低速２段切替え式パートタイム４ＷＤ

性能等確認済表示 ＪＱＲ１０２３３１１８　Ｒ０６Ａ

サイクロン型式 Ｓ６４７ＳＯＶ１１

品番

ステンレスサイレンサー １Ｅ０－ ６４７－ ５Ｍ５０

チタンブルーサイレンサー １Ｅ０－ ６４７－ ５Ｍ８０Ｂ

ＦＩＧ．１

前側

⑭キャップボルト

　M8×20 ⑮平ワッシャ

　M8×26

⑮平ワッシャ

　M8×26

⑯フランジナットM8

②サイレンサー

←

④サイレンサーバンドＦ

⑤サイレンサーバンドＲ

←前側

160mm
20mm

⑧サイレンサーバンド用

　スペーサーラバー

車両左側から見た図

←前側
車両上側から見た図

②サイレンサー

※エンジンを始動する際は、換気の良い所で行うこと。排気ガスにより、一酸化炭素中毒になる恐れがあります。

※エンジン始動時は排気口に手を出したりしないこと。排気ガス中に含まれるグラスウール等が目や手などに

　刺さる恐れがあります。

※エンジン停止時に空吹かしをして止めた場合、マフラー内部に未燃焼ガスが溜まり、着火してテールエンド

　より炎を発する場合があります。テールエンドの先には引火しやすい物が無いことを確認してからエンジン

　を停止して下さい。発火した炎により引火し、爆発や火災が発生する恐れがあります。

！危険

！注意

※取付け、取扱いの不注意による返品は、固くお断り致します。

※製品に加工、改造などは絶対行わないで下さい。それらの場合の修理苦情等一切の責任を負いかねます。

※他メーカー製品との適合は行っておりませんので、本製品取付け、使用時に不具合が発生する恐れがありま

　すが、それらの場合の修理苦情等一切の責任を負いかねます。

！重要

※マフラーが車体と干渉したままエンジン始動や走行を行うと、火災や転倒などの事故の原因になりますので、

　マフラーが干渉していないことを充分確認して下さい。また、どうしても干渉が避けられない場合や、走行

　中に干渉しているような場合は、直ちに使用を中止し、(株)ヨシムラジャパンのマフラーホットラインまで

　ご連絡下さい。
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！注意 純正ガスケットが破損している場合、排気漏れの原因になりますので、新しい物に交換して下さい。

(株)ヨシムラジャパン

・マフラーに関する技術的なご質問、ご相談

・マフラーの修理や商品に関するご質問、ご注文

〒243-0303 神奈川県愛甲郡愛川町中津6748

お問い合わせいただく際は、「商品名」「商品番号」「車種」 

「車両年式」「車両型式」をご確認の上、ご連絡下さい。

お問い合わせのご案内

・マフラーリメイクのご案内

マフラーリメイクのご案内

１０．②サイレンサーに③テールパイプＲを取り付け、⑰マフ 

　　　ラースプリングをスプリング取付工具を使用して取り付

　　　けて下さい。

！危険 スプリングを取り付ける際は、スプリングが工具から外れない

様に十分注意して下さい。（怪我をする恐れがあります）

５.装着後の確認

１９．走行後、各部に緩みが無いか点検し、増し締めを行って下さい。

冷間時10mm前後


